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六
月

｢

水
無
月

(

み
な
づ
き)｣

の
語
源
に
は
、
雨
が

多
く
空
の
水
が
無
く
な
っ
て
し
ま
う
月
・
梅
雨
が
明
け
雨

が
降
ら
ず
大
地
の
水
が
枯
れ
て
し
ま
う
月
な
ど
、
様
々
な

意
味
合
い
の
諸
説
が
あ
る
。
二
十
四
節
季
で
は
芒
種

(

種

蒔
き
の
時
期)

で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
手
塩
に
掛
け
育
て
て

ゆ
く
苗
を
植
え
る
田
植
え
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
こ
の

｢

み
な
づ
き｣

の
名
称
に
は

｢

大
自
然｣

｢

雨｣

に
つ
い
て

の
強
い
望
み
や
関
心
も
伺
え
る
。
ま
た
、
今
月
全
国
村
々

の
鎮
守
様
で
は
、
田
畑
に
つ
く
虫
を
追
い
払
い
豊
作
を
祈

る

｢

虫
送
祭

(

む
し
お
く
り
さ
い)｣

が
執
り
行
わ
れ

現
在
で
も
故
事
に
則
り
松
明
を
持
ち
列
を
な
し
、
ほ
ら
貝

や
太
鼓
を
鳴
ら
し
て
虫
を
送
る
神
事
を
行
う
地
域
が
見
ら

れ
、
お
田
植
え
祭
・
田
遊
び
と
呼
ば
れ
る
豊
作
を
祈
る
神

楽
や
舞
も
多
く
残
っ
て
お
り
、
農
耕
民
族
で
あ
り
お
米
が

生
活
の
全
て
で
あ
っ
た
日
本
人
に
と
っ
て
、
六
月
が
如
何

に
重
要
な
月
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
を
推
測
で
き
る
▼
あ

る
先
生
の
お
話
し
に
よ
る
と
、｢

稲｣

は
豊
富
な
ミ
ネ
ラ

ル
や
ビ
タ
ミ
ン
等
、
人
間
が
生
き
る
為
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

が
詰
め
込
ま
れ
、
更
に
は
連
作
が
で
き
、
長
期
保
存
も
可

能
な
奇
跡
の
食
物
だ
と
の
こ
と
。
ま
だ
科
学
も
発
達
し
て

い
な
い
古
い
時
代
か
ら
、
天
孫
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
が
高
天

原
よ
り
お
持
ち
に
な
ら
れ
た
こ
れ
を

｢

命
の
根｣

と
い
う

意
味
で

｢

イ
ネ｣

と
名
付
け
ら
れ
、
日
本
人
の
主
食
と
さ

れ
た
事
は
ま
さ
に
有
り
難
く
、｢

い
た
だ
き
ま
す｣

と
言

わ
ず
し
て
は
い
ら
れ
な
い
▼
当
神
社
が
育
成
す
る
ボ
ー
イ

ス
カ
ウ
ト
も
毎
年
六
月
に
は
田
植
え
を
行
う
。
子
供
達
に

は
こ
の
よ
う
な
体
験
を
通
し
、
田
植
え
の
大
変
さ
の
み
な

ら
ず
、
神
話
を
は
じ
め
と
す
る
我
が
国
の
歴
史
・
伝
統
・

文
化
、
日
頃
当
り
前
の
よ
う
に
口
に
す
る

｢

お
米｣

の
大

切
さ
を
感
じ
・
考
え
る
事
の
で
き
る
よ
う
な
活
動
や
指
導

を
進
め
、
心
か
ら
の

｢

い
た
だ
き
ま
す！｣

が
聞
こ
え
る

よ
う
、
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

(

丹
下
英
紀)
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神
奈
川
県
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
国
府
祭
が

五
月
五
日
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

端
午
祭
・
天
下
祭
と
も
呼
ば
れ
る
こ
の
祭
事
は
、
古
く
は
国
府
が

置
か
れ
た
大
磯
町
に
、
一
之
宮
寒
川
神
社
を
始
め
五
社
の
神
輿
が
参

集
し
、
相
模
国
の
国
造
り
の
故
事
を
再
現
、
天
下
泰
平
・
五
穀
豊
穣

が
祈
願
さ
れ
ま
し
た
。

よ
り

｢

い
ず
れ
明
年
ま
で｣

と

仲
裁
さ
れ
、
無
事
結
着
が
来
年

ま
で
持
ち
越
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
本
年
は
寒
川
神
社
の

大
神
輿
が
修
復
さ
れ
た
記
念
と

＜虎の皮を上座へと敷き合う“古式座問答”＞

▲大神輿が大矢場に出御

▲神揃山を出立

▲神対面の儀▲国司奉幣の儀

▲参拝者へ茅巻を授与

�
�

�
�

�

し
て
大
矢
場
へ
出
御
し
お
披
露

目
さ
れ
ま
し
た
。

大
矢
場
で
は
、
総
社
六
所
神

社
に
大
神
の
御
分
霊
で
あ
る
守

公
神
を
進
め
る｢

神
対
面
の
儀｣

大
磯
町
長
が
国
司
役
を
務
め

各
社
を
拝
礼
す
る

｢

国
司
奉
幣

の
儀｣

が
行
わ
れ
、
神
輿
は
無

事
還
幸
さ
れ
ま
し
た
。

早
朝
、
社
頭
を
発
輿

し
た
神
輿
は
沿
道
の
方
々

の
見
送
り
を
受
け
な
が

ら
国
府
本
郷
の
祭
場
に

着
御
、
神
揃
山
祭
を
執

行
致
し
ま
し
た
。

正
午
に
は
古
式
座
問

答
が
執
り
行
わ
れ
、
一

之
宮
と
二
之
宮
の
社
人

が

｢

神
座｣

を
意
味
す

る
虎
の
皮
を
三
度
敷
き

合
い
、
互
い
に

｢

一
之

宮｣

を
主
張
、
三
之
宮
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去
る
五
月
二
十
日
、(

仮
称)

管
理
棟
新
築
工
事
の
上
棟
祭
が

執
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
工
事
は
、
神
苑
課
棟
・

用
務
員
棟
の
経
年
劣
化
と
、
受

変
電
設
備
・
自
家
発
電
設
備
の

対
応
年
数
の
超
過
に
伴
い
、
安

全
面
と
安
定
し
た
電
力
供
給
を

考
慮
し
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で

昨
年
の
六
月
二
十
日
に
地
鎮
祭

が
執
り
行
わ
れ
て
以
来
、
順
調

に
作
業
も
進
捗
し
、
予
定
通
り

棟
上
げ
の
日
を
迎

え
る
事
と
な
り
ま

し
た
。

祭
典
終
了
後
は

施
工
業
者
で
あ
る

㈱
竹
中
工
務
店
に

よ
り
、
防
水
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
加
工
等

の
導
入
技
術
や
施

設
の
概
要
に
つ
い

て
詳
し
く
説
明
が

な
さ
れ
ま
し
た

こ
の
後
は
、
本

年
十
月
の
竣
功
を

目
指
し
、
内
装
工

事
が
進
め
ら
れ

完
成
す
る
と
延
床
面
積
一
、
二

〇
〇
㎡
、
地
上
二
階
地
下
一
階

建
て
の
建
物
と
な
り
、
作
業
の

効
率
化
が
図
ら
れ
ま
す
。

▲祝 詞 奏 上

▲施設の説明を受ける▲完 成 予 想 図

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

『

古
事
記』

等
の
神
話
を
題

材
に
日
本
の
神
々
を
描
き
、
全

国
の
神
社
に
奉
納
す
る
活
動
を

さ
れ
て
い
る
、
フ
ラ
ン
ス
人
画

家
マ
ー
ク
エ
ス
テ
ル
氏
が
、
去

る
五
月
二
十
二
日
に
来
社
し
絵

画
を
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

マ
ー
ク
エ
ス
テ
ル
氏
は
、
昭

和
十
八
年
パ
リ
の
名
門
の
家
に

生
ま
れ
、
ラ
オ
ス
の
フ
ラ
ン
ス

大
使
館
勤
務
・
外
務
大
臣
秘
書

を
勤
め
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
が

大
阪
万
国
博
に
訪
れ
た
際
、
水

墨
画
の
滲
み
技
法
に
魅
せ
ら
れ

芸
術
の
道
に
進
み
、
東
洋
画
と

西
洋
画
を
融
合
さ
せ
た
透
明
性

と
流
動
性
を
も
た
せ
る
独
自
の

技
法
を
確
立
さ
れ
ま
し
た
。

当
神
社
に
奉
納
さ
れ
た
絵
画

の
タ
イ
ト
ル
は

｢

相
模
国
を
愛

で
お
守
り
す
る
、
寒
川
比
古
・

寒
川
比
女
命｣

で
、
マ
ー
ク
氏

は
奉
納
奉
告
祭
に
参
列
し
た
後

絵
に
つ
い
て

｢

神
道
の
自
然
観

は
、
宗
教
以
前
に
人
類
が
持
っ

て
い
た
共
生
と
畏
怖
に
あ
ふ
れ

て
い
る
。
こ
の
事
を
も
っ
と
皆

さ
ま
に
知
っ
て
頂
き
平
和
に
つ

な
げ
た
い
。
そ
し
て
平
和
の
為

に
必
要
な
の
は
愛
で
、
こ
の
絵

に
は
、
神
の
愛
を
花
で
示
し

神
道
の
自
然
を
バ
ッ
ク
の
緑
に

て
表
現
し
た｣

と
語
ら
れ
ま
し

た
。

▲奉納された絵画

▲絵について語るマークエステル氏
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◆
能

絵え

馬ま

観
世

喜
正
ほ
か

◆
狂
言

伊い

文も

字じ

野
村

萬
斎
ほ
か

◆
能

歌う
た

占う
ら

中
森

貫
太
ほ
か

�
�
�
�
�

平
成
二
十
五
年
八
月
十
五
日(

木)

午
後
五
時
半

開
演
予
定

�
�
	
�

寒
川
神
社
境
内
特
設
能
舞
台
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に
住
所
・
氏
名
・

�
�
�
�
�

年
齢
・
電
話
番
号
を
楷
書
で
明
記
の
う
え
左
記
要
項
に
よ

り
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

※�
�
�
�
�
�
�
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#
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%
&

そ
れ
以
前
の
消
印

�
�
�
�
�
�

ま
た
、
記
入
漏
れ
が
あ
る
場
合
は
無
効
と
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
下
さ
い
。
先
着
千
名
。(

一
人
一
枚
限
り
と
し
、
電
話
で
の
申

し
込
み
は
受
付
け
ま
せ
ん
。
ま
た
入
場
者
は
中
学
生
以
上
に
限
り
ま
す
。)



�
'

〒
253－

0195
神
奈
川
県
高
座
郡
寒
川
町
宮
山
三
九
一
六

寒
川
神
社
相
模
薪
能
係

(
)
*
+

電

話

〇
四
六
七

(

七
五)
〇
〇
〇
四

※鑑賞券の転売は固く
禁止致します｡

《往信》

《返信》

裏
面
は
記
入
な
し
で

お
申
し
込
み
下
さ
い
。

裏
○
○
県
〇
〇
市
〇
〇
町

〇－

〇－

〇
〇
〇
〇
〇
様

(

ご
自
身
の
住
所
・
氏
名)

表 郵便番号

神
奈
川
県
高
座
郡
寒
川
町

宮
山
三
九
一
六

寒
川
神
社相

模
薪
能
係

表 253-0195
住
所

氏
名

年
齢
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…

…
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…
…
…

…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
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当
神
社
で
は
、
先
の
大
戦
に

て
祖
国
の
為
に
尊
い
命
を
捧
げ

ら
れ
た
英
霊
へ
の
慰
霊
と
恒
久

平
和
を
祈
り
、
終
戦
記
念
日
で

あ
る
八
月
十
五
日
に
毎
年
薪
能

を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
、
神
宮
式
年
遷
宮
の

年
で
あ
る
こ
と
に
因
み
、
伊
勢

に
縁
の
あ
る
曲
が
演
能
さ
れ
ま
す

鑑
賞
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は

下
記
要
項
を
参
照
頂
き
、
お
申

し
込
み
下
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案

内
申
し
上
げ
ま
す
。

�
能

｢

絵
馬｣

▲能 ｢歌占｣

左
記
の
方
々
よ
り
赤
誠
溢
れ
る
ご
奉
賛
を
賜
り
ま
し
た

誌
上
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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�
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二
万
円

岳
中

三
孝

東
京
都
大
田
区

�
�
�
�
�
�
�


�
	


�
�
(

順
不
同
・
敬
称
略)

十
万
円

天
野
美
代
子

相
模
原
市
緑
区

二
万
円

湯
川

孝
則

横
浜
市
港
北
区

一
万
円

大
場

善
延

三
浦
市
宮
川
町

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
(

順
不
同
・
敬
称
略)

五
万
円

大
津
美
智
子

藤
沢
市
高
倉

一
万
円

廣
田

昭
正

厚
木
市
戸
室

〃

塩
釜

洋
彦

東
京
都
練
馬
区
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責
任
役
員
・
顧
問
・
参
与

各
種
委
員
及
び
町
内
の
総
代
の

方
々
の
相
互
親
睦
と
神
社
運
営

へ
の
理
解
を
目
的
と
し
た
神
社

視
察
研
修
旅
行
が
、
五
月
八
日

に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
は
、
靖
国
神
社
を
正
式

参
拝
、
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
見
学

し
た
後
、
東
京
国
立
博
物
館
平

成
館
で
開
催
さ
れ
て
い
る
大
神

社
展
を
訪
れ
、
日
頃
あ
ま
り
見

る
こ
と
が
出
来
な
い
神
道
の
美

術
品
を
身
近
に
鑑
賞
し
て
頂
き

ま
し
た
。
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神
社
音
楽
協
会
会
長
多
静
子

先
生
に
は
、
去
る
二
月
十
七
日

享
年
一
〇
一
歳
に
て
ご
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。

多
先
生
は
、
祭
祀
に
於
け
る

神
社
音
楽
の
重
要
性
を
説
か
れ

た
父
君
多
忠
朝
先
生
の
遺
志
を

継
ぎ
、
神
社
音
楽
協
会
を
再
編

さ
れ
、
神
楽
舞
の
指
導
・
普
及

に
生
涯
を
捧
げ
ら
れ
ま
し
た

当
神
社
に
お
き
ま
し
て
も
永

年
に
亙
り
、
浦
安
の
舞
講
師
と

し
て
ご
指
導
を
賜
り
、
平
成
六

年
に
は
功
労
賞
を
う
け
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

偲
ぶ
会
で
は
、
発
起
人
の
一

人
と
し
て
、
利
根
宮
司
も
参
列

し
、
先
生
と
の
思
い
出
を
偲
ぶ

言
葉
と
し
て
語
ら
れ
ま
し
た

町
内
の
六
つ
の
幼
稚
園
・
保

育
園
児
ら
が
思
い
思
い
に
楽
し

み
な
が
ら
飾
り
付
け
た
、
兜
と

鯉
の
ぼ
り
の
作
品
展
が
、
去
る

四
月
二
十
八
日
か
ら
五
月
十
八

日
に
か
け
て
内
庭
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
展
示
は
、
寒
川
ま
つ
り

会
が
、
子
供
達
に
日
本
の
行
事

や
祭
り
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら

お
う
と
企
画
し
た
も
の
で
、
訪

れ
た
参
拝
者
の
目
を
楽
し
ま
せ

て
お
り
ま
し
た
。

去
る
五
月
十
五
日
、
若
手
神

職
・
巫
女
を
対
象
に
教
養
研
修

会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
尊
敬
語
・
謙
譲
語

を
確
認
し
、
丁
寧
で
正
し
い
言

葉
遣
い
に
て
対
応
す
る
講
義
が

行
わ
れ
た
他
、
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー

の
淹
れ
方
や
運
び
方
を
実
践
す

る
な
ど
、
受
講
者
は
参
拝
者
に

よ
り
礼
節
を
わ
き
ま
え
て
接
遇

で
き
る
よ
う
、
真
剣
な
面
持
ち

で
学
ん
で
お
り
ま
し
た
。
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五
月
三
日
、
毎
年
恒
例
の
も

ち
つ
き
・
バ
ザ
ー
大
会
を
開
催

致
し
ま
し
た
。

こ
の
行
事
は
、
子
供
の
日
に

因
み
、
ス
カ
ウ
ト
達
の
健
や
か

な
成
長
と
餅
の
よ
う
に
粘
り
強

く
物
事
を
成
し
遂
げ
ら
れ
る
人

に
な
れ
る
よ
う
に
と
の
願
い
を

込
め
、
発
団
よ
り
欠
か
さ
ず
続

け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

本
年
は
雲
一
つ
な
い
快
晴
に

恵
ま
れ
、
朝
早
く
よ
り
声
高
ら

か
に
餅
を
搗
き
、
訪
れ
た
方
々

に
販
売
致
し
ま
し
た
。

開
催
に
あ
た
り
、
ご
協
力
頂

き
ま
し
た
皆
様
に
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

�
青
少
年
活
動
だ
よ
り
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�
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五
月
十
九
日
、
平
塚
総
合
公

園
に
て
開
催
さ
れ
た
全
国
一
斉

イ
ベ
ン
ト『

ふ
れ
あ
い
の
日
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル』

に
参
加
し
ま
し

た
。フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は

｢

母

親
や
子
供
の
命
の
大
切
さ｣

を

テ
ー
マ
に
各
団
で
考
え
た
ブ
ー

ス
を
巡
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を

行
い
ま
し
た
。

当
団
で
は
赤
ち
ゃ
ん
の
予
防

接
種
に
つ
い
て
の
ク
イ
ズ
に
答

え
て
も
ら
う
ブ
ー
ス
を
開
き

少
し
緊
張
し
な
が
ら
も
ク
イ
ズ

を
出
題
し
た
り
回
答
し
た
り
と

普
段
で
は
な
か
な
か
交
流
で
き

な
い
他
団
の
ス
カ
ウ
ト
達
と
も

元
気
に
交
流
で
き
ま
し
た
。

�フィナーレ 友情の輪
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 � ６月25日(火)
午後２時30分～３時30分


�
 寒川神社 参集殿

	 � �����������
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� � 消化器科医長

原 正

入場無料 申込不要
ご来場をお待ちしております｡
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看
護
師

中
西

千
夏

看
護
師

島
村

優
子

寒
川
病
院
勤
務
を
命
ず
る

平
成
二
十
五
年
六
月
一
日

�

�
�






准
看
護
師

金
子
美
代
子

神
恵
苑
勤
務
を
命
ず
る

平
成
二
十
五
年
六
月
一
日

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

片
頭
痛
は
一
般
的
な
鎮
痛
薬

で
も
改
善
し
ま
す
が
、
場
合
に

よ
っ
て
は
鎮
痛
薬
で
は
効
果
が

十
分
で
は
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
最
近
、
と
言
い
ま
し
て
も

す
で
に
10
年
以
上
経
過
し
ま
す

が
、
片
頭
痛
に
と
て
も
よ
く
効

く
薬
が
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
薬
は
、
脳
の
血
管

に
あ
る
セ
ロ
ト
ニ
ン
受
容
体
と

い
う
と
こ
ろ
に
作
用
し
て
、
片

頭
痛
が
起
き
た
時
に
拡
張
し
て

い
る
頭
部
の
血
管
を
元
に
戻
す

こ
と
に
よ
り
頭
痛
を
和
ら
げ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

片
頭
痛
が
起
き
た
時
に
は
こ

の
よ
う
な
薬
で
治
療
を
行
い
ま

す
が
、
で
き
る
だ
け
片
頭
痛
が

起
き
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
も

大
切
で
す
。
片
頭
痛
を
起
こ
し

や
す
く
す
る
生
活
習
慣
が
い
く

つ
か
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
た
と

え
ば
寝
不
足
、
睡
眠
の
と
り
す

ぎ
、
人
ご
み
、
ア
ル
コ
ー
ル
摂

取
な
ど
が
そ
れ
に
当
た
り
ま
す

片
頭
痛
が
起
き
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
に

生
活
習
慣
に
対
す
る

注
意
も
重
要
で
す

｢

頭
痛｣

と
い
う
の
は
、
文

字
通
り

｢

頭
が
痛
い｣

と
い
う

こ
と
で
病
気
の
名
前
で
は
な
い

の
で
す
が
、｢

片
頭
痛｣

と

｢

片

(

へ
ん)｣

が
つ
く
だ
け
で
立
派

な
一
つ
の
病
名
と
な
り
ま
す

そ
れ
で
は

｢

片
頭
痛｣

と
は

ど
ん
な
病
気
な
の
で
し
ょ
う
か

｢

片
頭
痛｣

と
い
う
字
の
通
り

典
型
的
な
場
合
に
は
頭
の
片
側

が
ズ
キ
ン
ズ
キ
ン
と
心
臓
の
拍

動
と
同
じ
よ
う
な
リ
ズ
ム
で
痛

み
ま
す
。
持
続
時
間
は
４
時
間

か
ら
、
長
い
場
合
に
は
72
時
間

程
度
続
き
ま
す
。
さ
ら
に
頭
痛

に
伴
っ
て
嘔
気
や
嘔
吐
が
起
き

る
の
が
片
頭
痛
の
特
徴
の
一
つ

で
す
。
ま
た
、
頭
痛
が
起
き
て

い
る
と
き
に
、
歩
い
た
り
、
頭

を
動
か
し
た
り
と
い
っ
た
日
常

的
な
動
作
を
行
う
と
そ
の
頭
痛

が
悪
く
な
り
ま
す
。
そ
の
結
果

仕
事
や
家
で
の
生
活
に
支
障
が

生
じ
る
の
が
片
頭
痛
の
大
き
な

特
徴
で
す
。
片
頭
痛
は
一
回
だ

け
で
治
ま
る
わ
け
で
は
な
く

慢
性
的
に
繰
り
返
し
ま
す
。
そ

の
ほ
か
、
片
頭
痛
で
は
症
状
が

起
き
る
前
に
前
兆
が
起
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
よ
く
言
わ
れ

て
い
る
の
は
、
閃
輝
暗
点
と
い
っ

て
、
視
野
の
中
に
ギ
ザ
ギ
ザ
と

光
る
も
の
が
現
れ
る
と
い
っ
た

も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
前
兆

は
30
分
ほ
ど
し
て
治
ま
り
そ
の

後
に
先
程
述
べ
ま
し
た
頭
痛
が

生
じ
て
き
ま
す
。

片
頭
痛
の
原
因
は
、
顔
の
感

覚
を
伝
え
る
三
叉

(

さ
ん
さ)

神
経
や
頭
部
の
動
脈
の
機
能
異

常
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
三

叉
神
経
に
何
ら
か
の
理
由
で
炎

症
が
生
じ
、
そ
の
結
果
頭
部
の

血
管
が
拡
張
し
頭
痛
が
起
き
る
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初
夏
。
神
水
の
飛
沫

し
ぶ
き

を
浴
び
な

が
ら
龍
門
瀑
を
登
る
鯉り

魚
ぎ
ょ
う

石せ
き

先
日
の
雨
で
急
成
長
し
た
紫
陽
花

の
葉
の
上
で
、
蝸
牛
が
の
ん
び
り

と
散
歩
を
し
て
い
ま
し
た
。

思
わ
ず
懐
し
い
童
謡
を
唱
い
つ
つ

指
で
つ
つ
き
遊
ん
で
し
ま
い
ま
し
た

も
う
間
も
な
く
梅
雨
入
り
で
す

(

尚)

村
中
に
誕
生
告
ぐ
や
鯉
の
ぼ
り

飛
石

槿
花

黄
昏
を
包
み
込
み
た
る
柿
若
葉

松
本
美
智
子

押
し
寄
せ
る
如
く
に
小
屋
へ
新
樹
か
な

岩
田
美
代
子

毎
日
が
些
事
に
暮
れ
ゆ
く
著し

ゃ

莪が

の
花

並
木
み
ち
よ

若
竹
に
は
や
青
年
の
匂
ひ
あ
り

芹
沢

徳
光

理
学
部
の
白
衣
眩
し
き
新
入
生

山
本

朝
子

観
音
を
車
窓
に
仰
ぐ
新
樹
光

金
指

月
光

猫
が
顔
洗
う
八
十
八
夜
寒

宮
入

つ
る

瓦
斯
燈
の
異
国
め
き
を
り
夜
の
新
樹

相
原

白
蕗

わ
ら
び
摘
む
峠
は
今
も
風
の
道

伊
藤

公
一

マ
ネ
キ
ン
の
一
足
早
い
更
衣

菅
沼
う
め
の

耕
し
て
隣
は
何
を
播
く
人
ぞ

天
沼

子
平

揚
雲
雀
農
具
の
手
入
れ
余
念
な
き

露
木
て
る
子

噴
水
や
陶
の
蛙
の
目
が
光
る

松
村

信
篤

薄
暑
光
少
し
眩
き
夜
勤
明
け

根
岸

君
子

新
緑
や
日
矢
の
さ
し
こ
む
切
通
し

倉
谷

節
子

家
中
が
皆
野
に
出
る
農
五
月

皆
川
志
ん
ご

鳥
帰
る
た
だ
ひ
た
す
ら
に
北
目
指
す

四
ッ
車
梢
月

濁
ら
ず
に
海
に
入
る
川
鮎
若
し

金
子

つ
ぢ

娘
の
部
屋
の
大
き
な
窓
や
柿
若
葉

浦
野

房
子

青
葉
風
女
の
服
の
軽
々
と

竹
村
真
砂
美

花
嫁
を
乗
せ
て
薄
暑
の
潮
来
舟

岡
田
風
呂
釜

胴
体
は
し
ゃ
れ
た
縞
目
や
初
鰹

菅
沼

保
幸

こ
ぶ
し
咲
き
は
れ
ば
れ
崖
の
雲
動
く

今
関

幸
代

四
万
十
の
川
一
杯
に
鯉
幟

三
輪

恭
子

ゆ
っ
た
り
と
あ
と
幾
歳
か
菖
蒲
の
湯

原
野

楽
天

百
一
歳
の
姑は

は

の
診
察
終
え
し
医
者
の

｢

う
ん
、
元
気
だ
ね
、
悪
い
と
こ
な
し｣

宮
治
友
美
枝

夫
の
臥
す
四
階
よ
り
見
る
早
春
の
田
は
そ
れ
ぞ
れ
の
表
情
を
な
す

宇
田
川
時
子

花
曇
り
川
面
に
映
る
薄
紅
の
花
影
や
さ
し
暮
れ
て
ゆ
く
な
り

浜
田

寿
子

桜
散
ら
す
い
た
ず
ら
好
き
の
春
風
に
ひ
ら
ひ
ら
ひ
ら
り
花
び
ら
散
歩

山
口

幸
子

夕
闇
に
あ
わ
あ
わ
残
る
花
明
り
桜
花
び
ら
風
に
は
ら
は
ら

山
根
喜
美
代

百
余
年
の
柿
の
大
樹
に
芽
ぶ
き
ゆ
く
青
き
点
よ
り
た
ち
ま
ち
二
葉

亀
山

文
子

甥
の
子
の
今
百
八
十
二
セ
ン
チ
な
り
十
五
年
余
の
歳
月
思
う

安
藤

慧

新
緑
を
吹
き
ゆ
く
風
の
爽
や
か
に
さ
え
ず
る
小
鳥
を
晢
し
聞
き
入
る

川
島
惠
美
子

日
あ
し
伸
び
ま
だ
暮
れ
や
ら
ぬ
春
の
宵
雨
戸
閉
め
る
を
惜
し
み
て
い
た
り

天
利

春
枝

吾
に
見
て
と
二
年
生
の
曽
孫
一
輪
車
手
ば
な
し
上
手
に
乗
り
て
走
れ
る

三
留
と
く
子

株
高
や
円
安
と
ほ
く
聞
き
な
が
ら
太
め
の
大
根
み
ち
の
辺
に
買
ふ

堀
江

照
子

散
り
て
な
お
乙
女
椿
の
花
が
ら
の
色
美
し
く
夕
光か

げ

と
ど
む

岡
元

芳
子

春
の
潮
光
り
に
ほ
ひ
て
寄
す
る
な
り
海
辺
の
町
を
ふ
る
さ
と
に
も
つ

杉
本

照
世


